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紹介論文	
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近年起こった「小惑星同士」の衝突	




• 概要	
  
• P/2010	
  A2:	
  2010年1月に発見。2.29AU,	
  120m。	
  
• 彗星に分類されていたが、実はこの尾は小惑星同士の衝突に
よるoutburstであった。	
  

• 新規性	
  
• 小惑星同士の衝突直後の状況が初めて観測された。	
  
• コマのない彗星か？衝突が起こった小惑星か？	
  

• 観測	
  
• Rosseta	
  spacecraN,	
  NTT,	
  Hale	
  telescope	
  (Palomar)で撮像観測	
  

• 結果	

• 2009年2月10日頃に起こった小惑星同士の衝突。	
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•  背景	
  
– 2010年1月に発見された際にコマや核が観測されな
かったが、尾があることから彗星に分類された	
  

– しかし尾は小惑星同士の衝突によるoutburstだと　
主張する説もあった	
  	
  

•  目的	
  
– 小惑星同士の衝突？彗星の尾？	
  

– 衝突であれば、放出された粒径分布、ejecta量など
を調べる	
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5x104km	


• 比較的大きい(mm~cm)
ダストの放出 
• 放出時間短い -> comet
ではなく衝突現象 

Finson-Probstein法 
：天体から放出された粒子の軌跡
をモデル化 

輝度分布をダストサイズ分布
と放出率の時間変化を　　　
パラメーターとして計算	




• 概要	
  
• 596	
  Scheila:	
  直径113km,	
  軌道長半径2.9AU	
  
• 2010年12月に596でoutburstが偶然観測されたので改めて地
上望遠鏡で観測した結果、衝突放出物であることを突き止めた。	
  

• 新規性	
  
• 小惑星同士の衝突は頻度が低く、望遠鏡を使って直接的に衝
突の過程を観測された例はない。	
  

• 観測	
  
• Subaru,	
  IAO,	
  UHで撮像観測	
  

• 結果	
  
• 直径0.01kmの小惑星が衝突し,	
  ejectaは(1.5-­‐4.9)x108	
  kg,	
  
500-­‐800mのクレーターを形成	
  



•  背景	
  
– 596	
  Sheilaは1906年に発見、comet-­‐likeな活動
(=outburst)が2010年に発見	
  

– 自然に昇華し始めたのか？小惑星が衝突したのか？	
  

– 小惑星同士の衝突は頻度が低く、望遠鏡を使って直接
的に衝突の過程を観測された例はない。	
  

•  目的	
  
– Outburstの原因を調べる	
  
– 衝突であれば、放出されたejecta量、クレーターサイズ
などを調べる	
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  an	
  impact	
  on	
  the	
  
main-­‐belt	
  asteroid	
  (596)	
  Scheila”	
  

Ishiguro	
  et	
  al.	
  (2011)	


• 12月の観測：3つの尾を検出 

• 3月の観測：細いシンクロンの検出	
 小惑星の衝突の
可能性を示唆	


シンクロン：細長く伸びたダストの
集団	
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衝突前	
 衝突後	


• Lightcurveが衝突前後で変化 -> 表面が掘削された -> 衝突が
あったことを指示 
• ejecta量 ((1.5-4.9) x 108 kg), クレーターの大きさ (500-800 m), 
impactorの大きさ (~0.01km), 衝突日 (2010 / 12 / 3.5±1.0)	
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  Nature	
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2.  596	
  Sheila	
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  asteroid	
  (596)	
  Scheila.	
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